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匡当恋理由がある場会

正当な理由があつて、障がいのある人とない人で異なる対応をした

場答は、屡雨塞分]に はなりません。ただし、世雪な迫雷は、螢整の権
保、財産の保全、事務や事業の目的。内容・機能の維持、損害発生の
陽上など僑餌の場者や駅魂1こ痣じて終春雨に鞘餅する豚誓があります。
また、正当な理由があると判断した場合はその理由を説明しなければ

なりません。
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○ 過重恋覺掴がかかる甥冶

障がいのある人の社会的障壁を取り除くための負担が過重となる場合

は、法的差別にはなりません。ただし、過重な負担は、個別の場面や状況

に応じて総合的に判断する必要があります。また、過重な負担にあたると

判断した場合はその理由を説明しなければなりません。

■「過重な負担」の判断要素 (例 )

■事務・事業への影響の程度 (事務や事業の目的・内容・機能の維持)

■実現困難度 (人的・体制上の制約、物理的 。技術的制約、地域性)

■費用・負担の程度 ■事務 。事業規模 ■財政・財務状況
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まずは市役所の相談窓ロヘ

日光市役所 障がい福祉係

0288-21-5174 ファックス 0288-21-5105電話
でん わ

しよう        し,  さ べつ―
障がい者差別にかかわる相談窓ロ

そう だん 吉ど ぐち
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環境に配慮し、古紙配合率800/o以 上 グリーン購入法
総合評価値80以上の用紙及び植物油インキを使用してしヽます
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情報を伝えられる
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